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果実飲料、炭酸飲料、乳性飲料、嗜好品などの市場を調査 

 

― ２０２２年市場予測（２０１６年比） ― 

●トマト飲料 ５２６億円（９２.０％増） 

～ 健康志向ユーザーのさらなる需要獲得や既存ユーザーの飲用頻度の上昇により拡大 ～ 

●甘酒 ３２３億円（８１.５％増） 

～ 熱中症予防や美容・健康効果の認知が広がり拡大 ～ 

 

総合マーケティングビジネスの株式会社富士経済（東京都中央区日本橋小伝馬町 社長 清口 正夫 

03-3664-5811）は、国内加工食品の市場調査を毎年行っており、昨年で５０年目を迎えた。長年積み重ねてきたフ

ィールドリサーチのノウハウとデータをベースに昨年８月より２７カテゴリー４１１品目の市場調査を開始して

いる。調査は６回に分けて行い、第６回目となる今回の調査は果実飲料、炭酸飲料、乳性飲料、嗜好飲料、健康飲

料、その他飲料、嗜好品の７カテゴリー７２品目の市場を分析した。 

その結果を「２０１８年 食品マーケティング便覧 Ｎｏ.６」にまとめた。なお、６回の調査終了後はそれぞれ

の調査結果を総括して分析する。 

 

＜注目市場＞ 

１.トマト飲料 

２０１７年見込 ２０１６年比 ２０２２年予測 ２０１６年比 

３６６億円 １３３.６％ ５２６億円 １９２.０％ 

２０１６年は、カゴメが健康機能をパッケージで訴求した「カゴメトマトジュース スマートＰＥＴ」など４品

を機能性表示食品としてリニューアル発売した。これにより、トマト飲料の健康的価値が明確となり他社商品も含

め需要が急増するなど、４年ぶりに市場は拡大した。２０１７年は、ＴＶ番組などでトマトの健康性が取り上げら

れる頻度が増加し、需要喚起が進んでいる。また、新たにサントリー食品インターナショナルが参入し、さらに市

場が活性化していることから、３６６億円（２０１６年比１３３.６％）が見込まれる。今後は、健康志向ユーザ

ーのさらなる需要獲得や既存ユーザーの飲用頻度の上昇が予想され、市場は拡大していくとみられる。 

 

２.甘酒 

２０１７年見込 ２０１６年比 ２０２２年予測 ２０１６年比 

２４０億円 １３４.８％ ３２３億円 １８１.５％ 

 甘酒は、熱中症予防やＴＶ番組などの特集により健康効果の認知度が向上していることから伸長を続けている。

２０１６年は、前年に引き続き美容・健康効果が各メディアで取り上げられたことから、女性を中心に需要を獲得

したほか、夏場の熱中症予防として「冷やし甘酒」の需要が増加し、市場は拡大した。２０１７年初頭は、高まる

需要に供給が追いつかないケースがみられた。春以降、需要は落ち着いたが、新商品の投入や新規参入が相次ぎ、

また、夏場の需要増加や通年商材が拡充され、市場は２４０億円（２０１６年比１３４.８％）が見込まれる。今

後は、美容・健康効果のさらなる認知度向上や店頭における取扱商品の増加が予想されることから市場は拡大して

いくとみられる。 

 

３.無糖炭酸飲料 

２０１７年見込 ２０１６年比 ２０２２年予測 ２０１６年比 

４２７億円 １１８.６％ ５３５億円 １４８.６％ 

 無糖炭酸飲料は、元々カクテルや焼酎の割り材として市場が形成された。２００８年にサントリー酒類（現：サ

ントリースピリッツ）が“ハイボール”のプロモーション展開を行い、ウイスキーの割り材としての需要が増加し、
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それ以降市場は拡大を続けている。また、アサヒ飲料が「ウィルキンソン タンサン」を発売し、直接飲料として

の需要が増加したことも市場拡大が続いている要因になっている。２０１６年は、引き続き直接飲料としての需要

が増加したことや、“強炭酸”や“ドライ”などを切り口とした商品が需要を獲得し、市場は拡大した。また、外

食店において“ハイボール”メニューが定着し飲用が増加したことも市場の拡大に寄与した。２０１７年の市場は、

上位メーカーで商品のリニューアルやフレーバーを追加する動きがみられるなど活性化しており、４２７億円（２

０１６年比１１８.６％）が見込まれる。今後も成長市場として各メーカーが注力していくことで、多様な取り組

みが期待され、市場は拡大していくとみられる。 

 

４.ドリンクヨーグルト 

２０１７年見込 ２０１６年比 ２０２２年予測 ２０１６年比 

１,７６７億円 １０８.６％ ２,０９０億円 １２８.５％ 

 ドリンクヨーグルトは、メディア報道の影響や機能性表示食品の登場により伸長を続けている。２０１６年は、

各メーカーの機能性表示食品への注力度の上昇や明治の「明治プロビオヨーグルト Ｒ‐１ ドリンクタイプ」シ

リーズの続伸に加え、前年に機能性表示食品としてリニューアル発売した雪印メグミルクの「恵 ｍｅｇｕｍｉ 

ガセリ菌 ＳＰ 株ヨーグルト ドリンクタイプ」が大幅に売上を伸ばしたことで市場は拡大した。２０１７年は、

前年に引き続き「明治プロビオヨーグルト Ｒ‐１ ドリンクタイプ」や「恵 ｍｅｇｕｍｉ ガセリ菌 ＳＰ 株

ヨーグルト ドリンクタイプ」「恵 ｍｅｇｕｍｉ ビフィズス菌 ＳＰ 株ヨーグルト ドリンクタイプ」が好調

であり、市場は１,７６７億円（２０１６年比１０８.６％）が見込まれる。今後は、商品の機能性を含めた商品認

知度の向上や固形タイプのヨーグルトからの需要流入が予想されることから市場は拡大していくとみられる。 

 

＜調査結果の概要＞ 

 ２０１７年見込 ２０１６年比 ２０２２年予測 ２０１６年比 

果実飲料 ４,８８２億円 １０１.７％ ５,１１０億円 １０６.４％ 

炭酸飲料 ５,５２７億円 ９９.８％ ５,４４５億円 ９８.３％ 

乳性飲料 １兆１,７９８億円 １００.７％ １兆１,７１０億円 １００.０％ 

嗜好飲料 １兆９,２０８億円 １００.２％ １兆８,７１９億円 ９７.７％ 

健康飲料 ７,８８７億円 １０２.４％ ８,１６５億円 １０６.１％ 

その他飲料 ３,６９２億円 ９８.９％ ３,８１０億円 １０２.１％ 

嗜好品 ９,２７２億円 １０１.０％ ９,３３２億円 １０１.７％ 

 果実飲料は、拡大が見込まれる。果汁飲料は、プリズマ容器を採用した機能性訴求飲料が好調である。野菜系で

は、トマト飲料の健康的価値が明確となり、需要が急増している。野菜飲料は手軽に野菜を摂取できる点が、再認

識されており、需要は増加している。野菜入混合果汁飲料はスムージー商品が好調である。一方、１００％果汁飲

料は、果実の原料価格高騰により、大容量タイプを終売する企業が相次いだことで縮小している。 

  

炭酸飲料は、縮小が見込まれる。無糖炭酸飲料は伸長しているものの、他の炭酸飲料は、健康ニーズに対応すべ

くトクホや機能性表示食品のラインアップを増やしているが、レギュラー商品の苦戦や商品絞込みが行われており、

市場は前年割れが見込まれる。 

  

乳性飲料は、ドリンクヨーグルトが機能性商品を中心に消費者の健康志向や簡便ニーズを捉え、伸びている。ま

た、ドリンクヨーグルトの伸長に伴い、乳酸菌への注目が集まったことで乳製品乳酸菌飲料も好調で、乳性飲料の

拡大をけん引している。 

  

嗜好飲料は、サントリー食品インターナショナルの「クラフトボス」のヒットにより、リキッドコーヒーが伸長

しているほか、上位ブランドを中心に好調な日本茶（リキッドタイプ）や麦茶（リキッドタイプ）の伸長によって、

微増が見込まれる。 

  

健康飲料は、エナジードリンクを筆頭とした食系ドリンクや、パウチゼリー飲料、健康サポート飲料が栄養補給

を目的としたニーズを獲得し好調であり、拡大が見込まれる。 

 

その他飲料は、希釈飲料が、アサヒ飲料「カルピス」が健康飲料としてのブランド価値向上や飲料にとどまらな
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いメニュー提案が奏功しており、伸長している。一方、国産ミネラルウォーター類は、パーソナルサイズがフレー

バー展開で好調であるが、大容量タイプで店頭価格の是正が行われていることから、一時的なマイナスに転じると

見込まれる。 

  

嗜好品は、拡大が見込まれる。コーヒーは本格的な品質を好むユーザーに対し、シーン別で飲み分けるユーザー

も存在し、簡便性を備えた簡易抽出型コーヒーやスティックタイプコーヒーが需要を伸ばしている。緑茶は、緑茶

ティーバッグ、粉末緑茶・市販用が伸びているが、緑茶リーフが減少しており縮小している。甘酒は、メディアで

取り上げられ、美容・健康効果が広く認知されたことから、女性を中心とした需要が増加しており大きく拡大して

いる。 

 

＜調査対象＞ 

果実飲料   

 1.１００％果実飲料  4.果肉飲料 7.野菜飲料 

2.果汁飲料  5.果粒含有果実飲料  8.野菜入混合果汁飲料 

3.低果汁入清涼飲料  6.トマト飲料  

炭酸飲料   

1.コーラフレーバー飲料 4.果実着色炭酸飲料 7.果汁入炭酸飲料 

2.透明炭酸飲料 5.ジンジャーエール  8.無糖炭酸飲料 

3.シャンパン風炭酸飲料 6.乳類入炭酸飲料  

乳性飲料   

1.飲用牛乳 5.乳製品乳酸菌飲料  9.殺菌乳製品乳酸菌飲料 

2.低温殺菌牛乳 6.乳酸菌飲料     （ストレート） 

3.乳飲料  7.ドリンクヨーグルト 10.乳類入清涼飲料 

4.ローファット飲料  8.殺菌乳製品乳酸菌飲料（コンク）  

嗜好飲料   

1.缶コーヒー 5.日本茶（リキッドタイプ）  9.ゼリー飲料 

2.リキッドコーヒー 6.麦茶（リキッドタイプ） 10.ココアドリンク 

3.紅茶（リキッドタイプ） 7.ブレンドティ 11.缶入しるこ 

4.ウーロン茶（リキッドタイプ） 8.その他ティードリンク  

健康飲料   

 1.食系ドリンク  5.機能性清涼飲料  9.ビネガードリンク（ストレート） 

2.薬系ドリンク（医薬部外品）  6.スポーツドリンク 10.ビネガードリンク（コンク・市販用） 

3.健康サポート飲料  7.粉末機能性清涼飲料・スポーツドリンク 11.麦芽ドリンク 

4.パウチゼリー飲料  8.豆乳類  

その他飲料   

1.国産ミネラルウォーター類  3.サワードリンク  5.希釈飲料 

2.輸入ミネラルウォーター類  4.トニックウォーター  6.乳幼児向け飲料 

嗜好品   

1.レギュラーコーヒー  7.ココア 13.麦茶 

2.簡易抽出型コーヒー  8.スティックタイププレミックス飲料 14.その他茶 

3.ポーションコーヒー  9.紅茶（ティーバッグ・リーフ） 15.健康茶・市販用 

4.インスタントコーヒー 10.緑茶 16.甘酒 

5.スティックタイプコーヒー 11.緑茶ティーバッグ 17.粉末飲料 

6.インスタントティー 12.粉末緑茶・市販用 18.青汁 
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＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による参入企業および関連企業・団体などへのヒアリングおよび関連文献調査、社内データベ

ースを併用 

＜調査期間＞ 

２０１８年１月～２月 

                                    以上                                                            

 資料タイトル：「２０１８年 食品マーケティング便覧 Ｎｏ.６」 
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